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1．はじめに
　初期ビザンツ期のパレスチナ（図 1）は、ローマ帝
国の介入も相まって複雑な歴史変遷を辿ってきた。キ
リスト教の在り方もまた、その社会的傾向に左右され
つつ変化していったと考えられる。本稿は、教会堂建
築のなかでも至聖所の一部として重要な機能をもつ主
アプシスとその両側の構造の型式変遷に焦点をあて
る。教会堂での典礼はアプシス正面の空間を中心に行
われるため、その周辺構造の変化を辿ることで、当該
期のキリスト教信仰の在り方にせまることを目的とす
る。
　パレスチナでは、現在までに初期ビザンツ期の教会
堂遺構が 400 基ほど確認されている（Patrich 2006b: 
351）1）。地理的には北からガリラヤ地域、サマリア地
域、ユダヤ地域、ネゲヴ砂漠地域と呼ばれ、聖書学、

神学、美術史学、歴史学、考古学など多方面から研究
が進められてきた。本稿では、ユダヤ・サマリア地
域2）を分析対象とするが、その研究意義としては以下
の 3 点が挙げられる。第一に、当該地域は聖書の言及
と密接に関わりがあり、パレスチナのキリスト教化に
ついて検討する上で最も重要な地域であるということ
である。第二に、当該地域はネゲヴ地域やガリラヤ地
域と比べて、エルサレムを除けばローマ的都市が少な
く村落遺跡が研究の中心となる地域であるため、キリ
スト教が土着の宗教としてどの程度根づいていたのか
を検討する際に適しているということである。そして
第三に、当該地域はその大半が現パレスチナ自治区に
位置しており、イスラエルと諸外国が先導する昨今の
研究では活発に議論されていない地域であるというこ
とである。従来のパレスチナにおけるキリスト教考古
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学の研究では、ネゲヴ地域とガリラヤ地域の調査が顕
著であり、その中でも都市遺跡が中心的に取り上げら
れてきた。それらの地域に関する先行研究に鑑み、ユ
ダヤ・サマリア地域について同様の分析を行なうこと
は、初期ビザンツ期のパレスチナの全体像を把握する
上で意味があると考えられる。
　パレスチナにおけるキリスト教関連の考古学的調査
は 20 世紀初頭の踏査に始まり、発掘調査とその集
成、再検討も盛んに行われている3）。なかでも、遺構
の年代決定については様々な見方があり、文献史料と
考古資料の照らし合わせが基本的な手法とされる4）。
そうした中、ネゲヴ地域では早くから教会堂建築の型
式に関する分析が行われており、6 世紀頃からアプシ
スの周辺構造が大きく改変されていたことが指摘され
ている（Negev 1974, 1993; Margalit 1989）。それに
続いて、ガリラヤ地域の一部でもその傾向が認められ
ることが示されている。本稿では、ユダヤ・サマリア
地域を対象とし、上述の指摘が当該地域にも当てはま
る現象であるかを検証する。

2．研究史
　建築型式から教会堂の年代を決定する手法は、
J. W. ク ロ ウ フ ッ ト（Crowfoot） に 端 を 発 す る

（Crowfoot 1941）。クロウフットによれば、パレスチ
ナのバシリカ式教会堂では、東端の主アプシスが壁の
内側に収められ、その両側に小部屋を伴う型式が多い
とされる5）。一方、主アプシスの両側に副アプシスを
伴う型式も複数確認されたことが指摘されている。当
該型式はパレスチナの中でもネゲヴ地域（図 2）に
限 定 的 で あ り、6 世 紀 頃 か ら 出 現 し た と さ れ る

（Crowfoot 1941: 68-72）。
　その後、出土件数が増加したことで、A. オヴァ
ディア（Ovadiah）は教会堂の建築構造を 1 基ずつ
取り上げて型式分類を行った（Ovadiah 1970）。先
のクロウフットの分析は、主アプシスの両側に副アプ
シスを伴う型式をネゲヴ地域のみに認めていたが、オ
ヴァディアの分析ではネゲヴ地域の特異性ではないこ
とが示された。これは、出土件数が増え、ユダヤ・サ
マリア地域やガリラヤ地域でも確認され始めたことに
よって得られた見解である（Ovadiah 1970: 194-
195）。
　主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式につ
いては、A. ネゲヴ（Negev）と S. マルガリット

（Margalit）がネゲヴ地域を対象にして詳細な分析を
行った。ネゲヴ地域ではニッザナ（Nizzana）、シヴ
タ（Shivta）、 ア ヴ ダ ッ ト（Avdat）、 マ ム シ ト

（Mamshit）から計 10 基の教会堂遺構が確認されて
おり、ネゲヴは出土遺物などからそれらの創建年代を
示した（Negev 1974）。その後、ハルザ（Haluza）
の東教会堂も加え、当該地域の教会堂は時代を経る毎
に主アプシスの両側に小部屋を伴う型式から副アプシ
スを伴う型式へと改変される傾向があったことを確認
した（Negev 1993）。ハルザの東教会堂では、南側の
副アプシスから聖遺物箱 Reliquarium も検出された
ため、ネゲヴは当該地域で聖人・殉教者崇敬が広がっ
たことが教会堂の型式変化に繋がったと結論づけた。
換言すれば、副アプシスは上述の儀礼に関する役割を
担ったということである。
　マルガリットは、ネゲヴの見解を追認しつつ、マム
シトの東教会堂、ニッザナの南教会堂、ハルザの東教
会堂、アヴダットの南教会堂を取り上げて検討した

（Margalit 1989）。マムシトでは、4 世紀中頃に創建
された西教会堂と 5 世紀中頃に創建された東教会堂が
知られているが、いずれも主アプシスの両側に小部屋
を伴う型式であり、上述のネゲヴが示した傾向に沿っ
ていないことから、ネゲヴ地域においても全ての教会
堂が副アプシスを伴う型式へと改変されたわけでない
ことも示した6）。さらに、マルガリットはパレスチナ
全域の教会堂型式についてリスト化している。それに

図 1　 パレスチナの地域区分図（Stemberger 2000: 8 に基
づいて筆者作成）
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よれば、ネゲヴ地域では主アプシスの両側に小部屋を
伴う型式が 8 基で、そのうち 3 基はのちに副アプシス
へと改変されたとされる。それらとは別に 4 基の教会
堂が創建当初から副アプシスを伴う型式であったとさ
れる。つまり、12 基中 7 基が 6 世紀以降に副アプシ
スを伴う型式となり、5 基は小部屋を伴う型式を維持
したということである。なお、その後は、ルヘイベ

（Ruheibe）からも 2 つの教会堂遺構（中央教会堂及
び北教会堂）が検出され、北教会堂は副アプシスを伴
う型式であることが明らかにされた（Tsafrir 1993）。
　マルガリットは、ネゲヴ地域の事例に加えて、ガリ
ラヤ地域のヒルベト・ヘシェク（Kh. Hesheq）とヒ
ルベト・エイラヴ（Kh. Eirav）の事例について検討
し、教会堂の型式変遷を確認した。その結果、いずれ
の教会堂も主アプシスの両側に小部屋を伴う型式とし
て 4 世紀に創建され、その後 6 世紀に小部屋は副アプ
シスへと改変されたことが示された7）。以上を踏まえ
て、マルガリットは、パレスチナ全域では主アプシス
の両側に小部屋を伴う型式が 54 基、主アプシスの両
側に副アプシスを伴う型式が 41 基あることを示し
た。さらに、パレスチナでは前者から後者への型式変
遷が顕著であることも確認した。この型式変遷の現象
には、3 つの要因が挙げられるとされる。第一に挙げ
られるのは、教義の変化であり、オルトドクス（正教
会）が単性論に勝ったことによるという。第二に挙げ
られるのは、聖人・殉教者崇敬の発展によるという。
そして第三に挙げられるのは、キリストとキリストに

続く聖人、殉教者が神学的にも典礼においてもほぼ同
等 に 扱 わ れ る よ う に な っ た こ と に よ る と い う

（Margalit 1989: 155）。しかし、その論拠については
十分に示されなかった。また、上述のリストにはユダ
ヤ・サマリア地域も含まれているものの、その中には
考古学的情報が不明確な事例も多く含まれており、と
りわけ各遺構の年代については再考の余地が残されて
いる。たとえば、エルサレムの聖墳墓教会やエレオナ
教会は、主アプシスの両側に小部屋を伴う型式とみな
されているが、それについては意見が分かれている。
一方、主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式であ
りながら 4 世紀に年代づけられている事例もリストに
は含まれている8）。もっとも、マルガリットの分析対
象はネゲヴ地域とガリラヤ地域を主軸としていたた
め、ユダヤ・サマリア地域の建築変遷の検証について
は未到達であったと考えられる。また、ガリラヤ地域
についても取り上げられた事例は 2 基に留まってお
り、アプシス周辺構造の改変が 6 世紀以降の教会堂建
築において主流であったとは捉えがたい。
　2000 年代以降は、J. パトリック（Patrich）の分析
も挙げられる（Patrich 2006a）。パトリックは、ネゲ
ヴの分析を追認しつつ、副アプシスの有無よりも小部
屋に仕切りがあるか否かに注目し、さらに教会堂横に
付設された小礼拝堂と関連づけて検討した。その見解
によれば、もともとは、聖体拝領の役割の一部は主ア
プシスの両側の小部屋が担っていたとされる。小部屋
には奉納物が保管され、それらは聖体拝領の際に主ア
プシス正面の祭壇に移された9）。そして、その機能は
5 世紀後半頃から新たに導入された小礼拝堂に移され
たとされる。それによって、主アプシスの両側の小部
屋は仕切りのある空間から仕切りのない空間へと改修
され、一部の教会堂では副アプシスが設けられたと見
解づけた。しかし、この傾向はネゲヴ地域では顕著で
あったものの、パレスチナ全域において同様の傾向が
見られたわけではないことも指摘した。つまり、5 世
紀以降に教会堂が新設された際、必ずしも奉納物の保
管庫としての機能が小礼拝堂に移されたわけではな
く、旧型式の教会堂が建設されることもあったとされ
る。これらの見解をまとめると、小部屋が仕切りのあ
る空間であった場合には奉納物を保管する役割を担
い、仕切りのない空間であった場合には聖人・殉教者
崇敬の役割を担っていたということである。この見解
は、典礼の在り方の変化についてネゲヴやマルガリッ
トの見解をより明確に支持したものであるが、ユダ
ヤ・サマリア地域については大きく論じられていない。

3．問題の所在と本稿での課題
　上述の通り、ネゲヴ地域ではアプシス周辺構造が改

図 2　 教会堂が出土したネゲヴ地域の遺跡
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変される事例が半数以上あり、ガリラヤ地域において
もその傾向が認められることが先行研究では示され
た。しかし、その傾向は全教会堂に該当したわけでは
なく、加えてユダヤ・サマリア地域の教会堂について
は十分な検証がなされていない。そのため、アプシス
周辺構造の変遷については確かな理解が得られていな
いと考えられる。その要因として、当該地域は現在に
至るまで人的・自然の双方において相当の破壊を被っ
ており、多くの遺構において建築変遷の細部に関する
考古学的検証が難しい状況にある。とりわけ、主アプ
シスの両側の小部屋についてはその存在さえも不明瞭
な遺構が多く、さらに小礼拝堂との関わりについては
推測の域を出ない。また、ユダヤ・サマリア地域の大
部分は、地理的には現パレスチナ自治区に位置してお
り、イスラエル／パレスチナの諸問題も相まって資料
的な制約が大きいことが挙げられる。しかし、近年は
パレスチナ考古局による調査も活発になりつつあるた
め、最新の情報も踏まえて再検討する必要がある。本
稿では、アプシス周辺が考古学的に明らかにされてい
る遺構を扱い、主アプシスの両側に小部屋を伴う型式
と主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式の出現時
期について精査する。

4．分析方法
　分析は、現在までに発掘調査が行われている教会堂
遺構 122 基のうち、上述の 2 つの型式に該当する遺構
47 基を対象とする。なお、従来の遺構の年代決定
は、基本的に発掘者の解釈に依拠しており一定の基準
は明示されていない。先行研究では遺構の創建年代と
利用年代を区別して議論した事例が少ないため、本稿
では以下の基準に則って遺構を整理しつつ、型式変遷
を追うことにしたい。

　大分類
　A：創建年代を推定できる遺構
　B：利用年代を推定できる遺構
　C： 年代決定の根拠が不明瞭で、創建・利用年代の

双方が明確ではない遺構
　小分類
　1：文献史料によって年代を推定できる遺構
　2：銘文資料によって年代を推定できる遺構
　3：文献史料や銘文から年代を推定できない遺構

　現在までに発掘調査が行われた事例のうち、主アプ
シスの両側に小部屋を伴う型式については 31 基、主
アプシスの両側に副アプシスを伴う型式については
16 基を確認した（図 7-9 及び表 1）。本稿ではまず、
それぞれの型式のうち、出現時期の違いを顕著に示し

ている遺構の事例を紹介する。

5．主アプシスの両側に小部屋を伴う型式の事例
エル・エイザリヤ：ラザロの教会（El-‘Eizariya）（図
7: 1, 図8: 1）10）

　教会堂遺構は、ベタニヤ（Bethany）の「ラザロ
の墓（Tomb of Lazarus）」とされる遺構の東側に位
置し、初期ビザンツ期の層序は二段階確認された11）。
教会堂は、330-390 年頃に創建され（第 1 期）、447 年
に震災で倒壊したと考えられている。その後、別の教
会堂が 5 世紀後半に再建されたと考えられている（第
2 期）。
　第 1 期の教会堂は、西側構造が「ラザロの墓」と通
じていた可能性も指摘されているが、現在のモスクの
庭園と重なっており不確実である。それゆえ全体の平
面規模についても確かな理解が得られていない。一
方、東側構造は概ね明らかになっており、主アプシス
の両側には小部屋が設けられた。北側の小部屋から
は、幾何学模様のモザイクや側廊へと繋がる出入り口
が確認された。南側の小部屋の出入り口は確認されて
いないが、側廊の舗床モザイクの切り替えも考慮する
限り北側の構造と対になっていたと推察されている。
なお、主アプシスの正面には身廊側へ張り出すように
内陣が設置された。内陣と身廊の境界については舗床
モザイクの装飾の切り替えによって明らかにされてい
る。しかしながら、内陣障壁や身廊と内陣の間に段が
設置されていたかについては確認されていない

（Saller 1957: 15）。
　第 2 期の教会堂は、第 1 期の教会堂が 447 年の地震
によって倒壊した後に、5 世紀後半に再建されたと考
えられている。当該教会堂の平面規模は 26×17.5 m
で、主アプシスと内陣の構造（至聖所とも呼ばれる）
は、第 1 期より東側に拡張されたことによって、やや
大きめに建てられた。つまり、第 2 期の主アプシスは
第 1 期のものが再利用されたのではなく、新設された
ということである。当該時期においても、主アプシス
の両側には小部屋が設けられた。
　遺構の年代決定は、文献史料、舗床モザイクの図
像、出土遺物によってなされた。第 1 期の教会堂につ
いては、330 年頃エウセビオス（Eusebius）によって
書かれた地名録『オノマスティコン（Onomasticon）』
には現れないが、ヒエロニュムス（Hieronymus）が
390 年頃に注釈を加えた際、ベタニヤの教会堂の記述
が付記されたことから12）、発掘者の S. J. サレル

（Saller）によって 330 年から 390 年の間に創建され
たと推察された。さらに、ヒエロニュムスの記述はテ
オドシウス 1 世治世に創建されたとされるゲツセマネ
の教会堂に関する記録と言い回しが類似していること
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から、教会堂は 4 世紀末に創建されたであろうとされ
る（Saller 1957: 30-31）。この地は、イエスと親し
かったとされるラザロの甦った場所、通称「ラザロの
墓」として知られており、ヒエロニュムスはその墓の
上に教会堂が建てられたと記した。発掘調査により、
教会堂は墓の上ではなくやや東側に位置していたこと
が明らかにされたが、ヒエロニュムスの記述は史料的
信憑性に富んでいたと考えられる。サレルによれば、
このような立地状況は他の教会堂事例にも確認される
という13）。また、381 年から 384 年頃に聖地を訪問し
たエゲリア（Egeria）もベタニヤについて「エルサ
レムとその周辺の人々にとって中心的かつ重要な宗教
儀礼が行なわれた」と記している14）。このことから、
当該地に教会堂が存在したことは確かであると考えら
れる。
　舗床モザイクの層序は二時期確認された（Saller 
1957; Madden 2014: 32-33）。第 1 期の舗床モザイク
は、身廊、両側廊から出土した。身廊は東側のみ明ら
かにされており、円の模様が格子状に連なって装飾さ
れていた。北側廊には四角形や六角形の模様が格子状
に描かれた。その東端には十字架の模様も確認され
た。南側廊には 5 つのパネルが存在し、そのうち 2 つ
が発掘調査時には残存していたとされる。東端には北
側廊と同様に小さい十字架の模様が規則的に並べられ
ていた。一貫して 3 色程度の幾何学模様であり、4～5
世紀の舗床モザイクの特徴であるとされる15）。一方、
第 2 期の舗床モザイクは身廊、両側廊、南側の小礼拝
堂から出土した。身廊には、円の模様が格子状に連
なって装飾された。また、大きなメダリオンや野菜の
図像も描かれた。両側廊にはシンプルな白色モザイク
が敷かれ、南側の小礼拝堂には幾何学模様と植物の図
像が描かれた。動物の図像が検出されていないことな
ども踏まえ、5 世紀に製作されたものであると推察さ
れている（Saller 1957: 43）。
　出土遺物は、土器、ランプ、ガラス、貨幣などが遺
跡一帯から大量に検出された。土器についてはそれら
の大半が墓地からの出土であったことに加えて、「ビ
ザンツ期の土器」という枠組みで記されているため、
教会堂の具体的な年代を示す資料としては十分ではな
いと考えられる。ランプとガラスについても同様であ
る。また、貨幣は遺跡全体から 100 枚以上出土したと
されるが、教会堂の年代について直接的な根拠となる
ものは確認されていない。つまり、当該教会堂の具体
的な年代決定は、文献史料と舗床モザイクの図像に委
ねられているということである。
　第 1 期の教会堂が 4 世紀後半に創建されたと結論づ
けられたことについては、文献史料と舗床モザイクの
意匠の双方によって妥当性が担保され得ると考えられ
る。一方、第 2 期の年代決定は舗床モザイクの図像の

みに依るため、更なる検討の余地がある。しかし、周
辺からビザンツ期の遺物が大量に出土していることか
らも、当該教会堂がビザンツ期に建っていたことは確
実であると考えられる。また、遺構の層序が二段階確
認されており、第 1 期が 4 世紀末から 5 世紀前半に存
在したとすれば、第 2 期がそれ以降に再建された教会
堂であることは確実である。再建時には第 1 期より拡
張されたものの、旧来の型式が踏襲されたことは注目
に値する。

ヒルベト・シュウェイケ（Kh. Shuweikeh） 
（図 7: 2, 図 8: 2）16）

　教会堂遺構は、ラマッラ（Ramallah）とエルサレ
ム（Jerusalem）を結ぶ幹線道路の西沿いに位置し、
そこでは初期ビザンツ期の層序が 3 層確認された。そ
れらのうち、中層と上層が教会堂遺構と考えられてお
り、4 世紀後半から 5 世紀前半に創建あるいは再建さ
れ（第 2 期）、6 世紀に改修されたと考えられている

（第 3 期）17）。下層は、損傷が激しくほとんど確認でき
ないが、小規模の教会堂あるいは別の建造物であった
と考えられている（第 1 期）。
　第 2 期の教会堂は、平面規模 27.7×11.4 m の三廊
式バシリカで、西側にアトリウムが備え付けられ
た18）。当該層には地元の石灰岩に加えて、輸入石材も
含まれていたとされ、後者は第 1 期の建材の再利用の
可能性もあると推察されているが、推測の域を出な
い。なお、建材にはモルタルも使用され、遺構の随所
にその痕跡が認められた。
　第 3 期は 6 世紀頃であるとされ、教会堂の改修が行
われて新たな舗床モザイクが敷かれた。また、北側に
は隣接して 13.4×7.8 m の礼拝堂も確認された。当該
期の年代決定は出土貨幣に依拠している。
　当該教会堂の年代決定は、墓石に記された銘文、舗
床モザイクの図像、出土土器、出土貨幣の発行年に
よってなされた。
　銘文（図 3）は教会堂遺構からの出土ではないが、
隣接する同時期の層の墓から出土した楣石に刻まれて
いたものが年代決定の根拠の一つとされた。当該銘文
は 3 行のギリシア語で記されており、発掘者らは L. 
ディ・セーニ（Di Segni）による各所での銘文分析

図 3　 ヒルベト・シュウェイケ出土の銘文（Abu Khalaf 
et al. 2006 を筆者邦訳）
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を参考にしつつ、書体は 6 世紀初頭以降には表現され
ない 5 世紀の特徴であることを確認した。また、教会
堂遺構から出土した石灰岩製の柱頭の特徴が 4 世紀後
半から 5 世紀前半を表していることから、それらを総
合的に判断すると第 2 期の教会堂は 4 世紀後半から 5
世紀前半に創建されたものであると結論づけている。
　なお、舗床モザイクは、北側の礼拝堂において残存
状態が良好であり、黒・白・赤の 3 色で幾何学模様や
花の模様が描かれていた。これらの図像は一般的なも
のであり、具体的な年代については報告書にも記され
ていない。
　出土土器と貨幣については報告書では詳しく言及さ
れていないが、土器は J. マグネス（Magness）の編
年（Magness 1993）に基づいて 3～5 世紀に同定さ
れた。その編年によって、これらの土器は第 1 期から
第 2 期に利用されたものであると考えられている。ま
た、貨幣は 6 世紀に製作されたものが第 3 期の層から
複数確認されたとされるが、出土地点などの考古学的
情報は公開されていない。
　以上を踏まえると、当該教会堂については年代決定
の不明瞭さは残されているものの、発掘調査で 3 つの
時期に区分されることは明白である。総合的に判断す
ると、少なくとも教会堂は二時期存在し、4～5 世紀
頃に利用された教会堂が 6 世紀頃に改修されていたと
推察できるであろう19）。

ヒルベト・ベト・アヌン（Kh. Beit ‘Anun） 
（図 7: 3, 図 8: 3）20）

　教会堂遺構は、ヘブロン（Hebron）の北東 5 km
に位置し、そこでは初期ビザンツ期の層序が 2 層確認
された21）。教会堂は、5 世紀以前に創建され（第 1
期）、6 世紀に改修されたと考えられている（第 2
期）。なお、教会堂遺構の床下からはローマ時代の構
造が確認され、発掘者によれば 4 世紀の遺構であった
とされる。
　第 1 期の平面規模は 25.7×16.7 m で、西側には 3
つの出入り口が設けられ、ナルテックスへと繋げられ
ていた。主アプシスの両側には小部屋が設けられたと
される。主アプシスの正面から 1.8×1.0 m の石板が
出土し、四方にソケットが掘り込まれていたことか
ら、当該遺構は祭壇を支える基盤であったと考えられ
ている。北側の側廊については、発掘調査が第 2 期で
留まっていたため詳細が明らかではないが、南側の第
2 期の側廊の床下からは切り石で覆われた空間が確認
され、クリプトと推察された。また、ナルテックスの
北西には 8.2×4.6 m の小部屋（通称「銘文の間」）が
設置された。
　第 2 期の教会堂は、ウマイヤ朝末期まで利用された
と考えられており、教会堂の北側に 13.5×5.1 m の副

次的な礼拝堂が追加された。教会堂の舗床モザイク
は、第 1 期の直上に張り直され、動物などの描写が導
入されたことでさらに色彩豊かで鮮やかなものとなっ
た。
　遺構の年代決定は、舗床モザイクに施された 5 点の
銘文（以下、銘文 1-5 と表記）と舗床モザイクの図
像、出土遺物によってなされた。
　銘文（図 4）の分析は、ディ・セーニによって行わ
れた（Di Segni 2012: 169-176）。銘文 1 は、第 1 期
層のメインエントランス正面の身廊西端より出土し、
タブラ・アンサータ形式で長方形の枠内には 4 行のギ
リシア語銘文が記された。書体から判断する限り 5 世
紀中頃よりも前の製作であるとされる。当該銘文は恐
らく、教会堂を建設あるいは献呈したプロバティウス

（Probatius）という人物の貢献を讃えるためのもの
を墓碑調に記したとディ・セーニは指摘した。また、
プロバティウスの名は「プロバトゥス＝認められし」
という意味のラテン語に由来し、3 世紀後半から 5 世
紀初頭によく見られた名前であるが、それ以降は流行
らない名前であったとされる。
　銘文 2 は、第 1 期層の南側廊西端より出土し、タブ
ラ・アンサータ形式で長方形の枠内には 4 行のギリシ
ア語銘文が記された。残存は、右側四分の一程度と中
央部分の一部に留まっている。損傷部分の内容につい

図 4　 ヒルベト・ベト・アヌン出土の銘文（Di Segni 
2012: 169-176 を筆者邦訳）
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て は 推 測 の 域 を 出 な い が、 デ ィ・ セ ー ニ は シ ロ
（Shiloh）などの他遺跡の事例を参考に訳出した。な
お、文中の「側廊」は最終行の「ストア」にあたり、
4 世紀に年代づけられている、ハマト・ティベリアス

（Hamat Tiberias）のシナゴーグの舗床モザイクと、
コラジン（Chorazin）のシナゴーグの舗床モザイク
で同様の用語が確認されているとされる。
　銘文 3 と銘文 4 は、第 1 期層の「銘文の間」と呼ば
れるナルテックスの北西に位置する副次的な部屋より
出土した。部屋の中心に敷かれた長方形のモザイクパ
ネルの東西にそれぞれ記された。東側の銘文には 3 行
のギリシア語が記され、タイモンの名はアラビア語の
名前がギリシア化したもので、「神のしもべ」を意味
するという。西側の銘文には 1 行のギリシア語が記さ
れ、サラオンはセム語由来の名前であったとされる。
また、末語の「オイコノモス」には「司祭を経済的に
支える管財人」や「教会堂管理人」、「修道院の管財
人」といった複数の意味があるが、当該教会堂の場合
は銘文 3 に見る限り、少なくとも 3 人の司祭がおり且
つそれなりの規模を有していたため、サラオンを「管
財人」と見解づけているとディ・セーニは推察した。
　銘文 5 は、第 2 期層の後の時代に建て増しされた北
側廊の北側の部屋から出土した。タブラ・アンサータ
形式で長方形の枠内には 2 行の銘文が残存していた。
　舗床モザイクの図像については R. アミル（Amir）
が検討している（Amir 2012: 455-459）。第 1 期層で
は、ナルテックス、身廊、側廊、「銘文の間」より検
出された。ナルテックスのモザイクは 3 つのパネルに
分かれ、北側は十字架、中央はひし形、南側は円の模
様が連続して描かれている。身廊の中心パネルには 2
種類のひし形模様が重なるように施された。そのパネ
ルを囲むように、小さな十字架の模様が並べられてい
る。また、両側の側廊には白を基調としたモザイクに
小さな十字架が規則的に並べられている。その模様は
身廊の枠組みと同様のものであった。「銘文の間」の
モザイクは、正方形の中に小さな四葉形が描かれた模
様が連続して描かれ、パネルの上下には銘文が記され
た。総じて、第 1 期の舗床モザイクに使用された色彩
は 3～4 色であったが、一つ一つの図像は非常に細や
かで整然と並べられている。
　第 2 期層では、教会堂全面の舗床モザイクが様々な
幾何学模様で張り直されたことが確認された。ナル
テックスでは、光沢のある 4 色のテッセラが使用さ
れ、組紐飾りや連続する円の飾りによって縁取られ
た。身廊の中央パネルには、八角形と円の模様が整然
と連続して並べられている。また、八角形と円の中に
は様々な動植物が描かれている。なお、動物の図像
は、後代にイコノクラスムの影響を受けていたことが
確認された。南側廊は小さな四角い模様が格子状に引

かれた模様の中に収められ、北側廊は小さなイチョウ
形の花模様が半円形の模様の中に収められ、いずれも
連続して描かれている。また、第 2 期に導入された北
側の小礼拝堂にも舗床モザイクが敷かれ、中央のメダ
リオンを囲むように四角とひし形で構成された幾何学
模様が描かれ、さらにその周りを組紐飾りが幾重にも
連なって縁取られた。メダリオンの中には十字架が描
かれている。
　出土遺物は、土器と貨幣が主なものであった。報告
書によれば、ビザンツ期の土器は 6～7 世紀に年代づ
けられるものが出土したとされる（Magen 2012: 
160-166）。貨幣は 6 点出土し、そのうち 2 点は判読が
困難であった。2 点は 67 年のユダヤ戦争期の貨幣
で、ナルテックスより検出され、1 点はコンスタン
ティヌス 2 世治世（355-361 年）の貨幣で主アプシス
の床下より検出され、もう 1 点は 4 世紀の貨幣で主ア
プシスの東より検出された。これらの出土貨幣は、当
該教会堂の創建前のものであることから、年代決定の
根拠としては不十分であると考えられる。
　当該教会堂の層序の残存状態は比較的良好であり、
舗床モザイクの図像の在り方が大きく変化していたこ
とが明確に示されている。また、銘文資料が豊富に検
出されたため、報告者による創建年代の信頼性を担保
し得ると考えられる。岩盤まで掘削され教会堂構造の
下にはローマ時代の構造物も確認されたことや 8 世紀
のイコノクラスムの影響を受けた痕跡が残されていた
ことも考慮すれば、当該教会堂が 4～5 世紀に創建さ
れ、6 世紀に再建されたという年代決定は妥当である
と考えられる。

6．主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式の事例
ネア教会（The Nea Church）（図 7: 31, 図 9: 32）22）

　この教会堂遺構は、エルサレム旧市街の現ユダヤ人
地区の南端に位置し、543 年に創建され、614 年に破
壊されたことが明らかにされている。遺構の大半が未
発掘であるため全容は不明であるが、平面規模は少な
くとも 100×52 m 以上あり、大規模構造であったこ
とは確かである（Avigad 1993）。アプシスについて
は、南側の副アプシスしか検出されていないが、中央
と北側のアプシスを想定して 3 つのアプシスが備わっ
ていたと考えられている。
　遺構の年代決定は、主に文献史料と銘文資料によっ
てなされた。文献史料はプロコピウス（Procopius）
の記録が確認されており、それによればユスティニア
ヌス 1 世が 543 年にマリアの伝承を記念して当該地に
教会堂を創建したとされる23）。また、6 世紀に製作さ
れたとされるいわゆる「マダバ・マップ（Madaba 
Map）」にも教会堂が示されていることから、この時
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期に教会堂が存在したことは確かであると考えられる。
　銘文（図 5）は教会堂の外壁から出土し、タブラ・
アンサータ形式の枠内には 6 行のギリシア語銘文が記
された（Di Segni and Gellman 2017）。当該銘文に
は教会堂の創建年が記されており、それによれば第
14 インディクティオのユスティニアヌス帝の治世で
あるとされる。
　以上を踏まえると、当該教会堂は文献史料と銘文資
料の双方から創建年代が明らかにされていることか
ら、ユスティニアヌス帝の治世に創建されたことは確
実であろう。教会堂の全容は明らかにされていないも
のの、エルサレムを代表する非常に大きな建造物で
あったと考えられる。創建当初から副アプシスが設け
られていたことの意義は大きい。

ヒルベト・アイン・ファティル（Kh. ‘Ein Fattir）
（図 7: 33, 図 9: 33）24）

　教会堂遺構は、「聖ステファノの墓（Tomb of St. 
Stephen）」の伝承で知られるベト・ジマル（Beth 
Jimal）の修道院の東 1.2 km に位置し、ビザンツ期の
層序は二段階確認された25）。下層については、教会堂
遺構であったことは認められているものの創建年代は
明らかにされていない（第 1 期）。一方、上層は 5 世
紀後半から 6 世紀前半に年代づけられている（第 2
期）。第 1 期の平面規模は 16.25×11 m で、西側には
3 つの出入り口が設けられ、ナルテックスと繋がって
いたとされる。東端には主アプシスと、南側廊の延長
上に副アプシスが検出された。主アプシスは第 1 期か
ら存在したものであり、副アプシスは第 2 期に追加さ
れたものであると考えられている。後者が前者と異な
る種類の石積みで構築されていたことがその根拠とさ
れる。第 2 期では、教会堂の北側に二つの部屋と南側
に一つの部屋が設けられ、平面規模は 16.25×16.10 m
であったとされる。当該時期には色彩豊かな舗床モザ
イクが敷かれ、主アプシスの南側の小部屋の奥には副
アプシスが設けられた。
　遺構の年代決定は、舗床モザイクに施された銘文と
舗床モザイクの図像によってなされた。銘文は、内陣
へと繋がる階段と身廊の間から出土し、タブラ・アン
サータ形式の枠内には 5 行のギリシア語銘文が記され
た。当該銘文には、司教アナスタシオス及び舗床モザ
イクの製作者クラウディアノス、イマヌエルの 3 名の

名前と舗床モザイクの製作年が記されていた。司教ア
ナスタシオスがエルサレムのパトリアルキを指すので
あれば、461 年または 476 年に製作され、エレウテロ
ポリス（現ベト・グヴリン）のアナスタシオスを指す
のであれば 536 年頃に製作されたものであると推察さ
れている26）。
　舗床モザイクは、第 2 期の身廊、内陣及び側廊から
検出された。身廊には 2 つのパネルが施され、中央パ
ネルには複雑な幾何学模様に加えてライオンやヤギが
描かれていた。もう 1 つのパネルは中央パネルの東側
すなわち内陣との間に敷かれており、大きなメダリオ
ンの中に様々な模様が描かれた。当該パネルには上述
の銘文も含められていた。これらの舗床モザイクは、
5 世紀後半から 6 世紀前半に敷かれたものであると特
定された。動物図像が描かれていることも踏まえれ
ば、年代決定には妥当性が認められるであろう。内陣
の舗床モザイクも身廊と同じく動物やメダリオンが描
かれた。一方、主アプシスの舗床モザイクは内陣中心
部と比べてシンプルなもので、白基調の床に花のつぼ
みがドット状に描かれた。側廊の舗床モザイクは残存
状態が悪く、具体的な年代決定が困難であるとされる
が、層序は二段階確認されており、南側の副アプシス
は第 2 期に導入されたものであるとされる。つまり、
上述の年代決定に従えば、副アプシスは 5 世紀後半か
ら 6 世紀前半に追加された機能であると考えられる。
　以上を踏まえると、第 2 期の年代決定は、豊富な資
料によって概ね信頼性が得られるであろう。銘文につ
いては、具体的な製作年に複数の可能性を含みつつも
年代幅が 5 世紀後半から 6 世紀前半に絞り込まれてい
る。この年代決定に基づけば、第 1 期はそれ以前の時
代に充てられるが、具体的な年代については今後の報
告が待たれる。いずれにせよ、南側の副アプシスが第
2 期に導入されたことは層序から明らかになってお
り、主アプシスの両側に小部屋を伴う型式から副アプ
シスを伴う型式へと改変された数少ない事例と捉える
ことができる。

ヒルベト・アイン・ダブ（Kh. ‘Ein Dab） 
（図 7: 34, 図 9: 34）27）

　当該遺構は、ヘブロンの北西 10 km の町ベト・ア
ウラ（Beth Aula）のさらに北 3.3 km に位置してい
る。平面規模は 24×13.6 m で、西側には 3 つの出入
り口とナルテックスが設けられた。東端の中央には主
アプシスが設けられ、その両側にはやや小さい副アプ
シスが備えられたと推察された。なお、南側の副アプ
シスについては検出されていないため、確かな理解が
得られていない。発掘調査は部分的なものであり、全
体像の把握には至っていないが、色彩豊かな舗床モザ
イクが全面に敷かれていたとされる。また、教会堂の

図 5　 ネア教会出土の銘文（Di Segni and Gellman 2017: 
30 を筆者邦訳）
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北側からは 2 つの部屋が検出された。発掘者によれば
2 つのうち東側の部屋は小礼拝堂として機能したとさ
れる28）。教会堂は、6 世紀前半に創建され、8 世紀に
廃絶したと考えられている。
　遺構の年代決定は、舗床モザイクに施された銘文、
舗床モザイクの図像、出土遺物によってなされた。
　銘文（図 6）は、教会堂北側の側廊より出土し、メ
ダリオンの中にギリシア語が 4 行にわたって記されて
いた。その書体の特徴によって 6 世紀に製作されたと
される。
　舗床モザイクは、身廊、両側廊、柱間、主アプシス
など教会堂全面から出土した。身廊での残存は部分的
であり、ぶどうの房などの植物やメダリオンが描か
れ、その枠組みにはかぎ十字形や四角形の模様が施さ
れた。側廊にはつぼみの絵図がひし形の格子状に施さ
れ、その周りにメダリオンが囲うように描かれた。こ
のモザイクには 12 色ものテッセラが使用された。側
廊や柱間の舗床モザイクについては東側の一部しか明
らかにされていないが、身廊と同様に幾何学模様やメ
ダリオン、動植物が描かれていた。主アプシスの舗床
モザイクは、フレームの一部が検出され、輪の図像が
波状に連ねられていた。いずれも精巧に施された図像
であった。
　出土遺物については、その多くが後代の開墾などの
影響を受けており原位置を留めていないとされてい
る。たとえば、土器やガラスはビザンツ期からマム
ルーク期にかけてのものが満遍なく出土したとされ
る。貨幣については遺跡内から 9 点検出された。最も
古い年代の貨幣は、内陣正面の床下から出土し、マク
シミアヌス治世の 293 年のものであったとされる。4
点の貨幣は、6 世紀半ばからウマイヤ期のものであっ
たとされる。1 点目はナルテックスの舗床モザイクの
基礎部分から出土したもので、ユスティニアヌス 1 世
治世の 548～549 年に年代づけられた。その他 3 点は
南側廊から出土したもので、ユスティヌス 2 世治世の
575～576 年、コンスタンス 2 世治世の 7 世紀半ば、
ウマイヤ期の 8 世紀に製作されたものとされる。そし
て残りの 4 つはマムルーク期のものであった。
　複数の考古資料の相互判断により、6 世紀前半とは
特定できないものの、6 世紀に創建されたことは確実

であると考えられる。なお発掘者によれば、唯一北側
の外壁は岩盤まで掘削され、切り石が数段積み重ねら
れていたことを確認したが、破壊の痕跡が著しいと記
している。つまり、当該教会堂の下層には何らか遺構
が存在した可能性が残されており、それについては今
後の報告が待たれる。さらに、北側の小礼拝堂につい
ては平面図や詳細な情報が明らかにされていないが、
本堂と同時期に創建されたものであるか更なる検討が
必要であろう。

7．各型式の出現時期
　以上の事例に加えて、主アプシスの両側に小部屋を
伴う型式と主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式
のそれぞれについて分類すると図 7-9 及び表 1 のよう
になる。前者の型式は、後者の型式と比べて事例数が
多く、4 世紀から 7 世紀まで幅広い時期での出現が認
められた。換言すれば、教会堂が新設される際には当
該型式も積極的に採用されていたということである。
さらに、ネゲヴ地域やガリラヤ地域と異なる点は、改
修あるいは再建時においても副アプシスを伴う型式に
改変されることなく、当該型式が維持される事例が多
く存在したということである。これらの現象を踏まえ
ると、ユダヤ・サマリア地域では副アプシスの設置が
教会堂建築において重要事項ではなかった可能性が考
えられる。
　一方、後者の型式は事例数が少なく、とりわけ主ア
プシスの両側の小部屋を副アプシスに改変した事例に
ついては、ヒルベト・アイン・ファティル（図 7: 33）
とヒルベト・エル・マカティル（Kh. el-Mukatir）

（図 7: 36）の 2 基しか確認されなかった。その上、ヒ
ルベト・エル・マカティルの年代決定は考古学的根拠
に乏しく、創建時期や型式については確かな理解が得
られていない。つまり、ユダヤ・サマリア地域では、
主アプシスの両側の小部屋から副アプシスへの改変が
ネゲヴ地域ほど顕著ではなかったことを意味してい
る。上述の通り、当該地域では改修あるいは再建時も
旧来の型式が維持される傾向にあり、建築型式の改変
に対して保守的であったと考えられる。
　しかし、主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式
16 基の年代決定について整理してみると、不確実な
大分類 C を除けば、すべて 5 世紀後半以降に出現が
認められることが明らかになった。大分類 C には文
献史料で 4 世紀から 5 世紀前半に創建されたと記され
ている事例も複数挙げられるが、それらは考古資料と
の整合性が担保されておらず、年代は不明である。た
とえば、エルサレムのゲツセマネ・苦悶の教会やシオ
ンの丘の教会、プロバティカの教会はそれに該当す
る。以上をまとめると、ユダヤ・サマリア地域では、

図 6　 ヒルベト・アイン・ダブ出土の銘文（Peleg 2012: 
44 を筆者邦訳）
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図 7　対象遺構の所在地（47 基：遺跡名と番号は表 1 参照）
□：主アプシスの両側に小部屋を伴う型式
△：主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式

個々の教会堂が改修あるいは再建される場合には大き
な型式変化を伴わなかったが、新設される場合には一
部の教会堂で主アプシスの両側に副アプシスを伴う型
式が採用されたということを意味している。そして、
その現象は全て 5 世紀後半以降に生じていたことも明
らかである。つまり、事例数は多くないが、出現時期
に着目するとネゲヴ地域やガリラヤ地域の一部の事例
と同様の傾向が見られることが確認された。
　以上の分析によって、主アプシスの両側に小部屋を
伴う型式は 4 世紀から継続的に建てられたが、主アプ
シスの両側に副アプシスを伴う型式は、その出現を 5
世紀後半まで待たねばならないことが指摘できる。

8．まとめ
　アプシス周辺の型式について、本稿では次のように
まとめたい。まず、ユダヤ・サマリア地域では、主ア
プシスの両側に小部屋を伴う型式から副アプシスを伴
う型式へと改変された事例が非常に少ないことを確認
した。先行研究では、6 世紀頃から典礼の在り方に大

きな変化が生じたことによって、主アプシスの両側の
構造に変化がもたらされたと考えられてきたが、少な
くとも当該地域ではその傾向が顕著に現れなかった。
むしろ、改修後も創建当初からの型式が維持される傾
向にあり、主アプシスの両側の小部屋の役割は残って
いたと考えられる。当該地域の教会堂について言え
ば、その大半が既存の教会堂構造を維持していたこと
から、典礼の在り方の変化と連動していたとは考えに
くい。また、創建当初から副アプシスを伴う型式で
あった教会堂の多くはエルサレムに集中していること
から、一種の流行のような現象であった可能性も示唆
される。それについては考古学的根拠が見出せず推測
の域を出ないが、各教会堂の財政事情に左右される面
も大きかったのではないかと考えられる。主アプシス
の両側構造を大幅に改変するためには、技術的・資金
的余裕がなければ実現されなかったであろう。副アプ
シスではなくニッチ（壁龕構造）に留められている事
例が散見されるのは、そのような事情によるもので
あった可能性も大いに考えられる。
　一方、創建当初から主アプシスの両側に副アプシス
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表 1　対象とした教会堂遺構の型式別一覧
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図 8　主アプシスの両側に小部屋を伴う型式の平面図



121

初期ビザンツ期教会堂建築におけるアプシス周辺構造の型式変遷─パレスチナ中部ユダヤ・サマリア地域の場合─

図 9　主アプシスの両側に副アプシスを伴う型式の平面図

を伴う型式であった教会堂については当該地域から複
数確認された。そしてそれらは最も出現時期の早いも
のでも 5 世紀後半に年代づけられることも明らかに
なった。
　なお、ネゲヴ地域では、教会堂に隣接して 6 世紀頃
から小礼拝堂が付設される傾向が認められており、先
行研究ではアプシス周辺の構造の変化と関連づけられ
てきた。ユダヤ・サマリア地域でも小礼拝堂の付設は
確かに確認されているが、副アプシスを伴う型式の事
例が少ないため、両者の関係性を見出すことが困難で
ある。主アプシスとその両側の小部屋の構造を維持し
つつ小礼拝堂が付設されたとすれば、上述の通り、そ
れらの型式変遷は別々の事情によるものであった可能

性が高いと考えられる。それについては次稿の課題と
する。
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註
1 ） パレスチナ全域の教会堂建築については Crowfoot 1941; 

Ovadiah 1970; Ovadiah and de Silva 1981, 1982, 1984;  
Bottini et al. 1990; Tsarfrir 1993; Tsarfrir et al. 1998; 
Bagatti 2001, 2002a, 2002b に詳しい。

2 ） 現在言われる「ユダヤ・サマリア地域」は、一般にパレス
チナ西岸地区を指す。本研究では、当該期の地理的区分に
準拠して沿岸部も対象に含める。ただし、ペラについては
現在のヨルダンに位置するため対象外とした。

3 ） ユダヤ・サマリア地域の教会堂建築については、註 1 に加
えて Malka ed. 2012a, 2012b に集成されている。ただ
し、当該書はイスラエルの調査に基づく情報が大半であ
り、パレスチナ自治区の調査については考慮されていな
い。後者の調査情報については、イスラエル／パレスチナ
間の諸問題も相まって公開が限定的であるため、本稿では
各発掘調査の中間レポートや記事も参照した。

4 ） 具体的な方法として、土器・ランプ、貨幣などが挙げられ
る。江添 2014 では、当該地域の土器及びランプの変遷に
ついてわかりやすくまとめられている。

5 ） 主アプシスの両側の「小部屋」には「パストフォリア
pastophoria」という用語があてられることが多い。しか
し、初期ビザンツ期においては当該空間がパストフォリア
として機能したということについて考古学的な確証が得ら
れていない。それゆえ本稿では「小部屋」と記すことにす
る。

6 ） なお、マムシトの東教会堂の小部屋からは聖遺物箱が検出
されたため、副アプシスを伴わない型式であっても聖人崇
拝や殉教者崇拝と関係する機能を果たしていた可能性があ
ることも示唆されるが、マルガリットはそれ以上の言及を
控えている（Margalit 1989: 145）。

7 ） マルガリットによれば、従来はヒルベト・ヘシェクの教会
堂は 5 世紀末から 6 世紀初頭、ヒルベト・エイラヴの教会
堂は 6-7 世紀に年代づけられており、主アプシスの両側に
小部屋を伴う型式であったと認識されていたとされる。

8 ） 従来の説に従えば当該型式は 4 世紀には確認されないはず
であり、論考に矛盾が生じている。

9 ） Patrich 2006a: 344-345 で聖体拝領の方法と両側の小部屋
の役割について詳しく述べられている。

10） エル・エイザリヤは、初期ビザンツ期のベタニヤと同定さ
れており、1949-53 年に発掘調査が行われ、教会堂遺構が
検出された。Saller 1957; Ovadiah 1970: 29-30; Ovadiah 
and de Silva 1982: 125-126; Malka ed. 2012b: 49-51 に詳
しい。

11）本稿では、古い層から順に、第 1 期、第 2 期と表記する。
12） Eusebius, Onomasticon 58: 15 お よ び Hieronymus, 

Onomasticon 59: 16. 本稿では、Freeman-Grenville et 
al. 2003 の英訳を参照した。

13） パレスチナの事例では、ヘブロン、ジェラシュ、マムレ、
エド・ディルウェ、エルサレムのプロバティカの教会に同
様の傾向が見られ、いずれも聖人の墓の東側に教会堂が建
設されたという。Saller 1957: 31 に詳しい。

14） Itinerarium Egeriae 29. 本稿では、Wilkinson 1981 の
英訳を参照した。

15） クロウフットはベツレヘムやジェラシュの教会堂と比較
し、アヴィ・ヨナはベイトシェアンやヘブロンの教会堂と
比較し、このように結論づけた。Saller 1957: 28 に詳しい。

16） ヒルベト・シュウェイケでは、1996-2001 年及び 2003 年に
発掘調査が行われ、教会堂遺構が検出された。Ovadiah 
1970: 125-126; Bagatti 2002a: 120-122; Abu Khalaf et al. 
2006; Malka ed. 2012a: 264 に詳しい。

17）本稿では、古い層から順に第 1 期～第 3 期と表記する。

18） 報告書の平面図には、主アプシスの両側にパストフォリア
のような空間が認められるが、それについては言及されて
いない。

19） なお、当該教会堂の調査はパレスチナ考古局（MOTA）
による成果であり、イスラエル考古学庁（IAA）の集成に
は反映されていない。後者の集成では教会堂の利用年代は
7-8 世紀とされているが、その年代決定は層序を十分に検
討していない古い調査に依拠していると考えられる。

20） ヒルベト・ベト・アヌンでは、1993 年及び 1997 年に発掘
調査が行なわれ、教会堂遺構が検出された。Ovadiah 
1970: 107; Ovadiah and de Silva 1982: 148; Magen 
1990: 275-286, 2012: 121-168; Bagatti 2002b: 71-73; 
Malka ed. 2012b: 181-186 に詳しい。

21）本稿では、古い層から順に第 1 期、第 2 期と表記する。
22） ネア教会は現在のユダヤ人居住区に位置し、1969-1971 年

に発掘調査が行なわれた。当時の調査では南側の副アプシ
スとそこから延びる壁面しか確認されなかったが、その後
の調査でおおよその規模が明らかになった。Ovadiah and 
de Silva 1981: 221-222; Avigad 1993 に詳しい。

23） 関谷 2003: 242-243 では、当該教会堂に関するプロコピウ
スの記録について詳しく説明されている。

24） ヒルベト・アイン・ファティルでは、1989 年と 1990-97 年
に 発 掘 調 査 が 行 な わ れ、 教 会 堂 遺 構 が 検 出 さ れ た。
Chambon and Strus 1993; Bagatti 2002b: 135-136; Strus 
2003a, 2003b; Malka ed. 2012b: 83-84 に詳しい。

25）本稿では、古い層から順に第 1 期、第 2 期と表記する。
26） Chambon and Strus 1993 では、銘文資料は公開されてお

らず、その概訳に限定されている。
27） ヒルベト・アイン・ダブでは、1999 年に発掘調査が行なわ

れ、教会堂遺構が検出された。Malka ed. 2012b: 150-152; 
Peleg 2012: 37-60 に詳しい。

28）報告書では当該部分の平面図は公開されていない。
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